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使用済燃料輸送容器（キャスク）

（注）図は国内輸送に用いられているNFT-38B型（湿式キャスク）の場合

レジンが使われている
中性子遮へい部

燃料集合体を収めるところで、ボロンとステンレ
ス鋼でできた中性子吸収剤を用いて、核分裂の
連鎖反応がおこるのを防いでいる

使用済燃料集合体

燃料バスケット

ガンマ線遮へい部
輸送容器のいちばん内側の構造材で、この中に
燃料バスケットが収納される

内筒

輸送容器の一番外側の構造材で、外側にフィ
ンがとりつけられている

外筒

使用済燃料から発生する熱を放散しやす
くする働きをしている

フィン

緩衝体は容器の両端につけられており、もし
落下した場合の衝撃をやわらげる

緩衝体

使用材料としては鉛等が
使われる


